
Iwate Prefecture

資料9 公営企業の状況

第２回 持続可能で希望ある岩手を実現する行財政研究会
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（単位 百万円）

 公営企業は、令和２年度、全ての事業において純利益を計上しており、資金不足も発生していない。
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事業

R2 R1

総収益 総費用 純利益 資金剰余 総収益 総費用 総利益 資金剰余

病院事業 114,528 112,036 2,491 6,293 109,594 110,188 ▲593 4,637

電気事業 7,108 4,866 2,243 17,130 6,514 5,306 1,208 14,801

工業用水道事業 800 740 60 699 870 805 64 610

流域下水道事業 9,447 8,930 516 956 Ｒ２年度から公営企業会計

病院事業

20病院、6地域診療セン
ターからなり、各二次保健
医療圏における基幹病院
としての役割や、交通事情
や医療資源に恵まれない
地域における、地域の初
期医療等の役割を担って
います。

電気事業

水力、風力、太陽光な
どの再生可能エネル
ギーを利用した発電所
を20か所運転していま
す。

工業用水道事業

北上工業団地、岩手中
部工業団地及び北上
南部工業団地へ工業
用水を供給しています。

流域下水道事業

北上川上流流域及び
磐井川流域の10市町を
処理区域とし、関連公
共下水道から流入した
汚水を処理しています。

公営企業（法適用）の決算状況 第１回 資料５（再掲）
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令和２年度岩手県工業用水道事業会計決算概要 

  岩 手県企業局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
１ 工業用水の供給状況 

実使用水量は増となったが、ユーザー企業の使用廃止等に伴い基本使用水量は減となった。 
  

年度 

区分 

令和２年度 

（A） 

令和元年度 

（B） 

比      較 
備      考 

増減量（A-B） 増減率（A-B）/B 

基 本 使 用 水 量 12,230 13,244 △1,014 △7.7% 
ユーザー企業の使用廃止等に伴う

基本使用水量の減 

実 使 用 水 量 7,316 7,293 23 0.3% 
使用実績による実使用水量の増 

  うち 超過水量 55 43 12 27.9% 

    ※ 供給先：北上工業団地、岩手中部工業団地に立地している19事業所 
    ※ 増減率は、原数値で計算しているため、表中の数値による計算値とは必ずしも一致しない。 

 

<１㎥当たりの給水単価>（平成23年４月１日から）          税抜 

料 金 種 別 工業用水料金の額 ろ過料金の額※ 

基本使用水量（基本料金） 42円 35円 

使用水量（使用料金） ３円 ３円 

超過水量（超過料金） 90円 － 

    ※ろ過水使用の場合は、工業用水料金に加算 

２ 経常収益の状況 
基本使用水量の減により料金収入が減（△48,498千円）となったことなどにより、前年度比78,608千円（9.0％）

減の791,018千円となった。 

３ 経常費用の状況 

修繕費や人件費の減等により、前年度比64,749千円（8.0％）減の740,392千円となった。 

４ 経常利益、純利益の状況 

以上の結果、経常利益は、前年度比13,859千円（21.5％）減の50,626千円となり、純利益は、前年度比4,550
千円（7.1％）減の59,935千円となった。 

なお、経常利益の経営目標に対する実績は次のとおりとなった。 

                           （単位：千円）税抜 

 

区       分 経営目標 実  績 増  減 備     考 

経 常 利 益 4,000 50,626 46,626 料金収入の減により経常利益は減となったが、修繕費や

人件費等が減となり、経常収支比率の目標を達成。 経常収支比率 100.3% 106.9% 6.6 ﾎﾟｲﾝﾄ 

 

○ 工業用水供給量は、実使用水量が増加したものの、基本使用水量は減少し、料金収入は、前年度比6.1％減

の７億４千６百万円余となった。 

○ 経常収益は、料金収入が減となったことにより前年度比9.0％減の７億９千１百万円余となり、経常費用は、

修繕費の減等により前年度比8.0％減の７億４千万円余となった。 

○ この結果、経常利益は、前年度比21.5％減の５千万円余となり、純利益は、特別利益の増により前年度比

7.1％減の５千９百万円余となった。 
 

 令和２年度損益                                    （単位：千円）税抜 
   年度   

     

科目 

令和２年度 

（A） 

令和元年度 

（B） 

比    較  

増減額 
（A-B） 

増減率 
（A-B）/B 

経 常 収 益 791,018 869,626 △78,608 △9.0％ 

経 常 費 用 740,392 805,141 △64,749 △8.0％ 

経 常 利 益 50,626 64,485 △13,859 △21.5％ 

特 別 利 益 ※ 9,309 0 9,309 皆増 

特 別 損 失 0 0 0 － 

純 利  益 59,935 64,485 △4,550 △7.1％ 

※ 令和２年度は、退職給付引当金残高を取崩したことに伴い、特別利益（退職給付引当金戻入）を計上 

（単位：千㎥ /年） 
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